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研究成果の概要（和文）：本研究ではトルコ共和国南東部に位置するハッサンケイフ・ホユック遺跡から出土し
た遺構や遺物の分析を中心に、先土器新石器時代における社会の複雑化について検討を進めた。その結果、先土
器新石器時代には、儀礼祭祀に関係する公共建造物や奢侈品・威信財が多く認められ、長距離交易ネットワーク
の形成や複雑な葬送儀礼も発達していたことが明らかになった。これらは農耕牧畜以前に社会の複雑化が進行し
ていたことを示すものであり、「複雑な狩猟採集社会」が形成されていたと評価できるようになった。

研究成果の概要（英文）：This research has focused on the development of social complexities in the 
Pre-Pottery Neolithic in southwest Asia, mainly through the analyses of the archaeological evidence 
from Hasanakeyf Hoyuk, a Pre-Pottery Neolithic site in southeast Anatolia. The development of 
communal buildings, which are closely related to ritual activities, luxury items or prestige goods 
production, long distance trade network and complex mortuary rituals indicate that these communities
 can be interpreted as "complex hunter-gatherer societies" with the advanced levels of social 
complexities.

研究分野：西アジア考古学

キーワード： 新石器時代　社会の複雑化　公共建造物　威信財　長距離交易　葬送儀礼

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「新石器革命」と呼ばれるように、狩猟採集から農耕牧畜への移行は、人類史における一大画期と捉えられ、そ
の考えは一般社会にも広く浸透している。しかし、西アジアの先土器新石器時代において、狩猟採集に基盤を置
きながらも、社会の複雑性を発達させた社会が存在することが明らかになり、社会を変容させる要因として経済
的側面にだけ注目していては十分でなく、むしろ定住化、出自集団などの社会組織の形成、宗教的イデオロギー
や儀礼祭祀の発達など、社会的側面を検討していくべきであるという新たな視点を提示することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 今から約 1 万年前に、世界に先駆けて狩猟採集から農耕牧畜へと移行した西アジアでは、G.
チャイルドの「新石器革命」論に代表されるように、食糧生産経済の開始が社会に大きな変革を
もたらしたと理解されてきた。その一方で、新石器時代の社会自体については、農耕が開始され
てまだ間もない時期であったことから、「初期農耕村落」という用語に象徴されるように、比較
的単純で平等主義的な社会であったと考えられてきた。 
 しかし、近年の考古学的調査の進展により、新石器時代の前半にあたる先土器新石器時代にお
いて、公共建造物の存在、シンボリズムの発達、特殊生産や長距離交易の発達など、社会の複雑
化が進展していたことを示す考古学的証拠が数多く認められるようになってきた。特に、トルコ
南東部のギョベックリ・テペ遺跡での発見は、その時代に祭祀センターと評価できるような遺跡
が存在し、モニュメントと呼べる大規模な祭儀建物が造営され、儀礼祭祀が盛んにおこなわれて
いたことを明らかにした。その一方で、遺跡から出土した動植物の分析によれば、ムギ類は利用
されていたものの形態的にはまだ野生型であり、動物利用の様相はガゼルの狩猟が中心で家畜
を飼育していた証拠は認められないことが明らかになっている。すなわち、先土器新石器時代の
初頭にはまだ農耕牧畜に基づく農耕社会は成立しておらず、その時代に認められる社会の複雑
化を進展させた社会は、食糧生産経済とは別の要因によって形成された可能性を考える必要が
でてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、西アジアの先土器新石器時代において、農耕・牧畜に基盤を置く社会が形成され
る前に、すでに祭祀センター的な性格をもつ遺跡や儀礼祭祀に関係する公共建造物が存在し、高
度な工芸技術、複雑な葬送儀礼、シンボリズムや長距離交易の発達などが認められるという最新
の調査成果に注目し、新石器時代初頭における社会の複雑化の実態を解明することを目的とし
ている。 
公共建造物は一般の住居跡よりも規模が大きく、石柱やベンチなどの特別な施設を伴うこと
が一般的で、その造営に際しては多くの労働力と資材が投入されたと考えられる。その背後には、
多くの労働力を動員することができ、経済的基盤をもっていた社会組織の存在が想定される。先
土器新石器時代、あるいは定住狩猟採集民社会という背景を考えると、リネージのような出自集
団がその可能性としては最も高いと考えられ、祖先祭祀に関わる祭儀が重要な役割を果たして
いたと推測される。複雑な葬送儀礼は直接の祖先を祖霊に昇華させるために発達したと考える
ことができ、高度な工芸技術や長距離交易の発達は、儀礼祭祀の発達と不可分に関係していると
考えられる。本研究では、これまでに実施してきた発掘調査によって得られた資料に加え、西ア
ジア新石器時代の資料を広く集成・分析することを通じて、当時の生業の実態と社会のあり方の
関係について再検討し、経済的側面だけが社会を変革する要因ではなかったことを示すととも
に、定住化からイデオロギー、社会組織の形成まで、社会の複雑化をもたらした可能性のある要
因について幅広く検討することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 これまでに本研究に参画するメンバーが中心となって発掘調査を実施してきた、トルコ南東
部ティグリス川上流域に位置する新石器時代の遺跡であるハッサンケイフ・ホユックからは、公
共建造物と考えられる特別な建物、主に墓の副葬品として出土した奢侈品と評価できる器物、そ
こに表現されたシンボリズムの発達、人骨に彩色を施す複雑な葬送儀礼、地中海産の貝製ビーズ
に代表される遠隔地の希少な物資などの資料が得られていた。 
本研究ではハッサンケイフ・ホユック遺跡において補足的な発掘調査を実施して、社会の複雑
化を示す資料のさらなる充実を目指すとともに、現地の博物館等に収蔵されている出土遺物に
ついて詳細な観察・分析を進めることとした。関係する資料は多岐にわたるため、研究代表者・
研究分担者が中心となって、それぞれが担当する資料を決め、分担して研究を進める体制を整え
た。さらに、必要に応じて同時期の他の遺跡の資料も集成して、先土器新石器時代の社会の複雑
化について比較研究も進めた。 
 
４．研究成果 
ハッサンケイフ・ホユック遺跡 
 ハッサンケイフ・ホユック遺跡は面積が約 3 ha の小規模な集落遺跡で、遺跡周囲の平坦面か
ら約 8m の高さを有すテル型遺跡である。遺跡の東側斜面下部に設定されたトレンチ（G15 区）
では、自然堆積層まで到達することができ、新石器時代に形成された人為的な堆積層は約 9.5m
にも及ぶことが明らかになった。新石器時代初頭の期間にこれだけの厚さの人為的堆積層が形
成されたということは、定住を基本とする居住様式が長期にわたって継続的に営まれたことを
示している。 
 新石器時代の層位は少なくとも 2 つの時期に区分することができ、下層に当たる第 1 期では
遺構の平面形が円形であるのに対し、上層の第 2 期になると隅丸方形へと変化することが明ら



かになった。平面の形状は異なっているものの、いず
れも竪穴状の半地下式構造であることは同じであり、
構築技術にも大きな違いはみられない。西アジアでは
先土器新石器時代 A（PPNA）期から PPNB 期へと移り変
わる頃に、住居跡が円形の半地下式構造から方形の地
上式建物へと変化することがしられており、本遺跡の
第 2 期の建物もそうした大きな変化の中における過渡
期的段階に相当すると評価することができる。 
建物の竪穴の深さは遺構によって異なるものの、残
りのよいものでは約 2mの深さに達する例もある。壁に
は川原石が用いられ、石壁の内面には黄褐色の粘土が
厚くコーティングされる。この粘土は乾燥して硬化す

ると堅緻になり、壁の目地土としても利用されていることから、遺構の地下部分はたいへん堅固
なつくりとなっている。このように、竪穴の掘削にはじまり、大量の石や粘土の調達、屋根など
の上部構造の構築など、住居の構築には相当の労力が投入されており、恒久性の高い建物であっ
たとみることができる（図 1）。 
遺跡中央部に設定した発掘区では、特に第 1 期に帰属する円形の遺構がお互いに接するよう
な状態で密集して検出された。発掘調査と並行して実施した、磁気探査や地中レーダー（GPR）
による地中探査によって、こうした遺構が発掘区外においても密度高く分布していることが明
らかになり、ある程度の人口規模を擁する集落が形成されていたと考えることができる。こうし
た円形の半地下式建物は頻繁に建替えが行われていたことも確認され、その方法としては本来
の建物の壁に部分的に新たな壁を付け足す場合と、遺構全体をひと回り小さくし、本来の建物の
内側に壁を新たに構築し直す場合とがある。その結果として、建物が規模を縮小させながら、同
じ場所に入れ子状に検出されるケースも少なくない。このように頻繁に建替えがおこなわれて
いたことは、長期にわたる継続的な居住の証と捉えることができるとともに、それぞれの世帯が
自由に家を建てることが許されないような、集落内の「場」に関して何らかの規制が働いていた
可能性を示していると言える。 
ハッサンケイフ・ホユック遺跡の場合、人為的な堆積層の厚さ、恒久性の高い建物の存在に加
え、150 基近い埋葬が検出されていることや貯蔵用施設と考えられる遺構が存在することなど、
定住度の高さを示す資料は数多く認められた。これらはあくまでも状況証拠にとどまるもので
あるが、ティグリス川上流域の同時期の遺跡であるハラン・チェミでは、淡水産の貝類の成長線
分析や渡り鳥の骨の分析の結果、年間を通じてそれらの捕獲活動がおこなわれていたことが明
らかになっている。ハッサンケイフ・ホユック遺跡ではこうした証拠は得られていないが、遺跡
の状況を総合的に判断してハラン・チェミ遺跡と同様に、通年にわたって居住されていたとみる
のが妥当であると思われる。 
 
生業 
 出土した動植物資料の分析結果によると、ハッサンケイフ・ホユック遺跡において定住集落を
営んでいた集団は、基本的に狩猟採集に基づいて生活していたと評価することができる。考古学
的な編年の枠組みの中では新石器時代の初頭に位置付けられるが、実際には農耕・牧畜を営んで
いたような証拠はまだ認められない。植物資料としては、ピスタチオ、アーモンド、エノキの実
が全体の約 75％を占め、それに少量のレンズマメやビターベッチなどのマメ類が加わる。これ
らは野生の植物であり、採集によって獲得していたとみることができる。新石器時代の初頭に、
ユーフラテス川中流域や南レヴァントでは、形態的に野生型の穀物を栽培する、「プレドメステ
ィケーション栽培」がおこなわれていた可能性が指摘されているが、ハッサンケイフ・ホユック
遺跡では、コムギやオオムギ自体がほとんど出土しておらず、その可能性は排除することができ
る。ティグリス川上流域の同時期の遺跡でもムギ類の利用は概して低調であり、PPNB 期になら
ないとムギ類の利用が盛んにはならないことが確認されている。 
動物骨については、ヒツジとヤギが最も多く、哺乳動物全体の約 60％を占めている。特にヒ
ツジの割合が高いことが特徴であるが、両者はともに形態的には野生であることが確認されて
いる。ほかにはイノシシ（約 10％）やアカシカ、ガゼルが認められ、キツネやウサギなどの小型
動物も利用されていた。また、コイ科を中心に淡水魚の骨も大量に出土しており、集落の目の前
を流れるティグリス川の水産資源もさかんに利用されていたと考えられる。実際、出土人骨の炭
素・窒素安定同位体比分析からは、魚をはじめとする水産資源が当時の人々の食性においてある
程度重要な位置を占めていたことも確認されている（Itahashi et al. 2017）。 
 
公共建造物 
 ハッサンケイフ・ホユック遺跡では、集落のほぼ中央部から、ほかの一般の住居とは規模や構
造を異にする特別な建物が検出されている。上層の第 2期では矩形プランを呈し、下層の第１期
では円形プランとなるが、これはそれぞれの時期の住居の形状の変化に対応したものとなって
いる。第 2期の公共建造物と考えられる 3号建物は、一辺が約 9mの正方形に近い形状をした大

図１ ハッサンケイフ・ホユック遺跡 



型遺構で、石灰岩の板石による立石、粘土に
よる基壇状の施設、蓋石をともなう水路状の
施設などの特別な施設が付属している。ティ
グリス川上流域においてもチャヨニュ遺跡や
グシル・ホユック遺跡から立石をともなう建
物が検出されている。これらの建物は儀礼祭
祀にかかわる公共建造物的性格をもつと解釈
されており、ハッサンケイフ・ホユック遺跡
の 3 号建物も同様の性格をもった遺構である
と考えることができる。 
この 3 号建物の下層からは、第 1 期に帰属
する円形の特別な建物が、少しずつ位置をず
らすような形で、上下に重なるように検出さ
れている。これまでに 7 基ほどが確認されて
いるが、まだ下層へと続いていくことが確認されており、集落のほぼ中央にあたるこの場所が特
別な空間として意識され、それが長期にわたり継承されていたことをうかがわせる。これらの建
物の直径は 7m 前後で、同時期の住居跡よりも規模が大きく、礫が密に敷かれたプラットホーム
状の施設をともなうものや壁の内面にコーティングされた粘土に白色プラスターが塗られてい
る例も確認された。 
 
工芸技術・長距離交易の発達 
 ハッサンケイフ・ホユック遺跡では、墓の副葬品として高度な工芸技術を背景として製作され
た器物や遠隔地の希少な物資が検出されている。新石器時代の埋葬のうち、副葬品を伴うものは
全体の約 23％ほどである。副葬品として最も多いのは装身具であり、第 1 期では貝製のビーズ
が中心であったが、第 2 期になると石製ビーズが主体的になる。装身具の素材とされた貝種に
は、Tritia gibbosula（ヨフバイ科）や Conus sp.（イモガイ科）のような地中海産のものと
Theodoxus sp.（アマオブネガイ科）のように淡水産のものとがある。いくつかの貝種を欠いて
はいるものの、地中海産の 2 種の貝はユーフラテス川中流域の同時期の遺跡においても認めら
れるものであり、地中海から直線距離にして 480 ㎞内陸に位置しているハッサンケイフ・ホユッ
ク遺跡も広域的な交易ネットワークの中に組み込まれていたことを示している。ちなみに、ティ
グリス川上流域は地中海産貝製ビーズの分布域の東限に当たるとみられ、約 500 ㎞という距離
も海産貝類が運ばれた事例としてはこの時期では最長の部類に入る。先史時代においては、市場
制度のように物資が独立して流通していたとは考えにくく、希少物資の入手を強く希求する社
会の形成が前提としてあり、その結果として物資が広域に流通することになったと考えられる。
リーダーやエリート層の形成といった社会的不平等の進行が、その背後にはあると思われる。そ
れがもつ社会的意味合いにはやや違いがあったかもしれないが、黒曜石も広域に流通していた
物資であり、東アナトリアの産地の黒曜石が遺跡にもたらされていたことも確認されている。 
 副葬品としては、ほかにも石製のバトンや棍棒頭（図 3）のように威信財的性格をもつと考え
られるもの、サソリやヘビなどの動物像が表現された象徴的意味の付与された特別な器物、クロ
ライト製の石製容器や石製装身具のように高度な工芸技術を示す遺物も出土している。同時期
のキョルティック・テペ遺跡では、クロライト製の石製容器が数百点出土していることから、専
業性の高い生産体制が構築されていた可能性も想定することができる。 
 
葬制 
 ハッサンケイフ・ホユック遺跡では 150 基以上の新石器時代の埋葬が確認され、これも長期に
わたって居住が継続的に営まれたことを示している。そのほとんどが建物の床下から発見され
ており、人々が生活していた家は、同時に「死者のための家」でもあったことになる。ひとつの
建物から複数の埋葬が検出される事例も多く、その多くが壁際から見つかっていることから、死

者をどこに埋葬するべきか明確なルールがあっ

図 2 公共建造物（第１期） 

図 3 棍棒頭（副葬品） 図 4 彩色の施された人骨 



たと考えられる。また、人骨の分析では年齢や性別による偏りは確認されておらず、おそらく集
団の成員は分け隔てなく、集落内の建物の床下に埋葬されたものと推測される。 
 人骨の表面に赤色と黒色の顔料で彩色が施されている事例も認められ（図 4）、そうした彩色
人骨は全体の約 4 割を占めている。彩色は帯状あるいは線状のモチーフが連続的に施されるも
ので、単色のものと赤色・黒色が組み合わされている場合とがある。これらの彩色は比較的鮮明
でモチーフの崩れなどもみられないことから、人骨の上に直接施されたと考えられる。一度遺体
を埋葬して軟部組織が無くなるのを待ってから彩色が施されたと考えられ、再葬の一種である
と解釈できる。彩色人骨においても性別や年齢による有意な偏りがみられないことから、特別な
地位にあった人物や有力な集団に帰属する人物を対象とした、特別な扱いであったとは考えに
くい。ティグリス川上流域の同時期の遺跡からも類例が知られており、むしろこの地域における
一般的な葬制のあり方であったと考えるべきである。当時の人々にとっての死は、現代の私たち
が認識する生物学的な死とは異なるものであったと考えられ、彩色を施して再度埋葬されるこ
とによってその過程が完了すると見做されていたと考えられる。 
 
考察 
 M.サーリンズはすでに 1970 年代に、農耕の生産性について興味深い指摘をしていた。それは、
農耕社会であってもすべてが高い生産性を実現させているわけではなく、「過少生産構造」と呼
べるような、生計を維持できる程度の生産レベルで済ませている社会も多くみられるというも
のであった。そこで機能しているのは、不要なものは生産しないという「反余剰のシステム」で
あり、そこから脱却するためには、人々に労働や生産の強化を促す圧力が働く必要があるとも指
摘していた。すなわち、農耕を営むようになれば自動的に生産力が高まるわけではなく、その潜
在力を引き出すためには多くの労働力を投入しなくてはならず、そう仕向けるには何らかの社
会的な圧力が必要になるということである。このように、農耕の開始と高い生産性の実現は、必
ずしも同義ではないことをまず認識しておくべきである。 
 古代において都市や国家を生み出した社会がいずれも農耕牧畜を基盤としていたことは間違
いないが、西アジアにおいて農耕社会が成立してから都市が誕生するまでに、3千年以上もの年
月を要していることは、あまり注目されることがない。こうした事実を前にすると、サーリンズ
の指摘はたいへん大きな意味をもってくると考えられ、社会を変容させる要因として注目すべ
きは、農耕牧畜による食料生産システムの確立そのものではなく、労働を強化させる方向へと働
く社会的な圧力、あるいはその機構ということになる。 
 その意味において、ハッサンケイフ・ホユック遺跡でも明らかになったように、新石器時代初
頭の定住狩猟採集民社会がある程度社会の複雑化を進展させていたことは、重要な意味をもつ
と考えられる。また、その時期にギョベックリ・テペ遺跡のような祭祀センターと考えられる遺
跡が存在し、モニュメントと呼ぶにふさわしい大規模な建造物が造営されていたことは、社会の
複雑化のスケールが想像をはるかに超えるものであったことを示している。 
こうした新石器時代初頭の事例からは、まず社会の複雑化にとって食料生産経済の確立は必
ずしもその前提条件にはならないということを確認できる。狩猟採集経済においても生産の強
化は可能であったと考えられ、社会的な余剰は公共建造物の造営や儀礼祭祀、威信財を含む特別
な器物の生産、長距離交易による希少な物資の入手など、多様な活動に振り向けられていたもの
と思われる。もうひとつ重要な点は、新石器時代の初頭において儀礼祭祀が社会にとっての主要
な関心事であり、それが社会の中心にあったとみられることである。それぞれの集落においては
一般の住居跡とは異なる特別な建物が存在し、そこには特別な施設も設けられていることから、
集落を核とする集団の祭儀の場であったと考えることができる。それらの建物はイデオロギー
を可視化する装置であり、その造営を含めそこで催行される祭儀は、社会を統合する役割を果た
していたと考えられると同時に、その催行を掌握する人物や特定の集団の権威を高める働きも
もっていた可能性がある。そうした社会的不平等の進行が、特別な器物の生産や遠隔地の希少物
資の入手を促したと考えることができる。労働を強化する方向へと働いた社会的圧力に、儀礼祭
祀が大きく関係していた可能性は高いと言うことができる。その意味において、前 4千年紀の都
市化の過程においても、神殿とされる規模の大きな祭儀用の建物が都市の中心に造営されてい
ることは示唆的であると思われる。 
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 ２．論文標題  ５．発行年
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西アジア考古学 81-82
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無

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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The Archaeology of Pig Domestication in Eurasia

Journal of Archaeological Research 557～615
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American Journal of Physical Anthropology 676～686

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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西アジア考古学 117-124

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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in central Honshu, Japan

Anthropological Science 13～25

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する
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行動遺伝学研究会「家畜化機構の解明」

International Obsidian Conference 2021（国際学会）
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 ４．発表年

 ４．発表年

Obsidian in the Near East: New challenges and future directions
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新石器化と都市化のはざま－イラク・クルディスタン、シャフリゾール平原の先史遺跡調査（2019～20年）－

家畜化過程における人ー動物関係
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The 9th International Conference on the PPN Chipped and Ground Stone Industries of the Near East（国際学会）

The 9th International Conference on the PPN Chipped and Ground Stone Industries of the Near East（国際学会）
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M. Rose, T. Carter and O. Maeda

Osamu Maeda

前田　修

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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H. Elizabeth, S. Campbell and O. Maeda
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 １．発表者名

 ４．発表年

西アジアの黒曜石交易と石器文化

Big data! Obsidian in the Levant

Hasankeyf Hoyuk: preliminary results of the geochemical sourcing of obsidian from a southeastern Anatolian PPNA site

Change and continuity in the lithic industry of Hasankeyf Hoyuk: a PPNA huntergatherer site on the upper Tigris.
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 １．発表者名

 １．発表者名
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日本西アジア考古学会第24回大会
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 ３．学会等名
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日本西アジア考古学会第24回大会

3. Uluslararasi Ilisu Baraji ve HES Projesi Sempozyumu（招待講演）（国際学会）

丹野研一

本郷一美

三宅　裕

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

テル・エル・ケルク遺跡の考古植物調査から始ま った小麦新品種の開発

「肥沃な三日月弧」北部における家畜飼育の開始と周辺地域への伝播

アナトリアからみる北西シリアの新石器時代

Yukari Dicle Havzsindaki Ilk Yerlesik Yerlesmesi: Hasankeyf Hoyuk ve Onun Onemi

 １．発表者名
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Neolithic Anatolia: Recent Investigations in Southeast Turkey and the Neighboring Regions（招待講演）

日本西アジア考古学会第23回大会

三宅　裕
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 １．発表者名
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石器のシンボリズム：新石器時代の尖頭器をめぐって

「定住狩猟採集民」の世界－西アジアの新石器時代から見えてくるもの－

Early Neolithic society in the Upper Tigris: New insights from the excavations at Hasankeyf Hoyuk

Cultural Messengers in Turkey（国際学会）

Complex hunter-gatherers in the Upper Tigris: Latest discoveries at Hasankeyf Hoyuk, southeast Anatolia
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13th International Conference of ICAZ (International Congress of Archaeozoology)（国際学会）

日本西アジア考古学会第23回大会

日本オリエント学会第60回大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

前田　修

Price, M. and H. Hongo

Eda, M., Hongo, H., Arai, S. and R. Takahashi

前田　修

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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クルディスタン原新石器時代における押圧剥離石刃製作の開始について

Examining the process of early pig management and morphological change in the Tigris River Valley

Avian resource exploitation in Neolithic Hasankeyf Hoyuk, Turkey: Bustards for feather and pheasants for meat

石器の加熱処理にみる新石器時代の技術運用
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